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衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
高
蓄
積
ト
マ
ト
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
高
蓄
積
ト
マ
ト
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
承
認
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
令
和
三
年
四
月
十
四
日
現
在
、
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
食
品
衛
生
上
の
取
扱
要
領
」
（
令
和
元

年
九
月
十
九
日
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
生
活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官
決
定
。
以
下
「
食
品
取
扱
要
領
」
と
い
う
。
）
に
よ

る
厚
生
労
働
省
へ
の
届
出
が
行
わ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
及
び
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
添
加
物
、
「
農
林
水
産
分

野
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
生
物
の
生
物
多
様
性
影
響
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
具
体
的
な
手

続
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
十
月
九
日
付
け
元
消
安
第
二
七
四
三
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
。
以
下
「
生
物
利

用
通
知
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
農
林
水
産
省
及
び
環
境
省
へ
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り
得

ら
れ
た
生
物
並
び
に
「
ゲ
ノ
ム
編
集
飼
料
等
の
飼
料
安
全
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
二
月
七
日
付
け
元
消
安
第

四
六
〇
五
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
）
及
び
同
通
知
の
別
添
「
ゲ
ノ
ム
編
集
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
飼
料
安

全
上
の
取
扱
要
領
」
（
以
下
「
飼
料
取
扱
要
領
」
と
総
称
す
る
。
）
に
よ
る
農
林
水
産
省
へ
の
届
出
が
行
わ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編

集
飼
料
及
び
ゲ
ノ
ム
編
集
飼
料
添
加
物
（
以
下
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
等
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
サ
ナ
テ
ッ
ク
シ



 

２ 

 

ー
ド
株
式
会
社
が
開
発
し
た
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
脱
炭
酸
酵
素
遺
伝
子
の
一
部
を
改
変
し
て
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
量
を
高
め
た
ト
マ
ト

（
以
下
「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
こ
れ
ま
で
に
世
界
の
市
場
で
流
通
し
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
等
に
該
当
す
る
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

は
存
在
し
な
い
た
め
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
等
の
流
通
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し

て
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
等
に
該
当
す
る
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
設
け
て
い
る
国
の
う
ち
、
米

国
に
お
い
て

Calyxt,Inc.

が
開
発
し
た
オ
レ
イ
ン
酸
の
含
有
量
を
高
め
た
大
豆
が
同
国
内
に
お
い
て
流
通
し
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
当
該
大
豆
は
、
令
和
三
年
四
月
十
四
日
現
在
、
食
品
取
扱
要
領
に
よ
る
厚
生
労
働
省
へ
の
届
出
、
生
物
利
用
通
知

に
よ
る
農
林
水
産
省
及
び
環
境
省
へ
の
情
報
提
供
並
び
に
飼
料
取
扱
要
領
に
よ
る
農
林
水
産
省
へ
の
届
出
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
流
通
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 
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三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
在
、
日
本
国
内
で
遺
伝
子
組
換
え
作
物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
農
家
」
に
つ
い
て
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物

等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
承
認
を

受
け
た
も
の
の
う
ち
、
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
情
報
の
提
供
に
よ
り
我
が
国
に
お
け
る
栽
培
の
状
況
が
報
告

さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
栽
培
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
。
）
は
、
令
和
元
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
か
ら
報
告
さ
れ
た
同
社
が
開
発
し
た
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
生
合
成
経
路
を
改
変
し
た
バ
ラ
で
あ
り
、

御
指
摘
の
「
農
家
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
バ
ラ
が
同
社
を
除
く
生
産
者
等
に
よ
り

栽
培
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 

 
 

な
お
、
令
和
三
年
四
月
十
四
日
現
在
、
令
和
二
年
度
分
及
び
令
和
三
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
栽
培
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た

も
の
は
な
い
。 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
遺
伝
子
組
換
え
作
物
」
が
遺
伝
子
組
換
え
食
品
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
（
種
子
植
物
）



 

４ 

 

の
安
全
性
評
価
基
準
」
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
九
日
食
品
安
全
委
員
会
決
定
。
以
下
「
安
全
性
評
価
基
準
」
と
い
う
。
）

の
第
二
章
の
第
七
の
「
第
二
か
ら
第
六
ま
で
の
事
項
に
よ
り
安
全
性
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
必
要
な
事
項
」
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
「
急
性
毒
性
に
関
す
る
試
験
」
等
に
基
づ
き
、
「
食
品
と
し
て
の
安
全
性
」
を
確
認
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
本
ト
マ
ト
」
が
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
動
物
を
用
い
た
毒
性
試
験
を

行
っ
て
い
る
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
食
品
衛
生
分
科
会
新
開
発
食
品
調
査
部
会
遺
伝
子

組
換
え
食
品
等
調
査
会
（
以
下
「
調
査
会
」
と
い
う
。
）
で
の
検
討
の
結
果
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
自
然
界
又

は
従
来
の
品
種
改
良
技
術
で
も
起
こ
り
得
る
範
囲
の
遺
伝
子
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
食
品
取
扱
要
領
に
示
す

「
届
出
の
対
象
と
な
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
」
に
該
当
し
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
安
全
性
評
価
基
準
に
基
づ
く
「
急
性
毒
性
に
関
す
る
試
験
」
等
を
行
う
必
要
は
な
く
、
「
毒
性
試
験
」
の
実
施

の
有
無
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

六
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

「
本
ト
マ
ト
は
全
ゲ
ノ
ム
シ
ー
ケ
ン
ス
解
析
を
行
っ
て
い
る
か
」
と
の
お
尋
ね
及
び
御
指
摘
の
「
全
ゲ
ノ
ム
シ
ー
ケ
ン
ス

解
析
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
発
者
等
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の



 

５ 

 

他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

六
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
な
お
、
一
般
論
と
し
て
は
、
食
品

取
扱
要
領
に
お
い
て
、
「
遺
伝
子
の
状
況
が
最
終
的
に
外
来
の
遺
伝
子
及
び
そ
の
一
部
を
含
む
場
合
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技

術
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
・
・
・
安
全
性
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
四
及
び
五
に
つ
い
て

で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
安
全
性
評
価
基
準
の
第
二
章
の
第
七
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
「
急
性
毒
性
に
関
す
る
試
験
」
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

七
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
実
際
に
は
何
箇
所
の
シ
ー
ケ
ン
ス
解
析
が
行
わ
れ
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

開
発
者
等
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し

控
え
た
い
。 

七
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

「
こ
れ
ら
全
て
に
シ
ー
ケ
ン
ス
解
析
を
し
な
く
て
よ
い
と
政
府
は
考
え
る
か
」
及
び
「
四
塩
基
対
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
オ
フ



 

６ 

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
る
切
断
が
起
こ
ら
な
い
と
政
府
は
考
え
る
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
て
は
、
「
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
応
用
食
品
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
九
月
十
九
日
付
け
薬
生
食
基
発
〇
九
一
九

第
二
号
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
食
品
基
準
審
査
課
長
通
知
）
に
お
い
て
、
「
確
認
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
変
化
が
ヒ
ト

の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
産
生
及
び
含
有
す
る
既
知
の
毒
性
物
質
の
増
加
を
生
じ
な
い
こ
と
の
確

認
」
に
つ
い
て
は
、
「
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
起
こ
る
蓋
然
性
の
高
い
と
推
定
さ
れ
る
配
列
に
つ
い
て
、CRISPRdirect

等
適

切
な
複
数
の
検
索
ツ
ー
ル
を
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
て
確
認
し
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
や
既
知
の
毒
性
物
質
と
の
相
同
性
検
索

等
に
よ
り
照
合
し
、
そ
の
結
果
を
提
出
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

「
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
現
時
点
で
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
に
対
し
て
動
物
を
用
い
た
毒
性
試
験
を
義
務
付
け
て
い
る
か
」
と

の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。
政
府
と

し
て
は
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
を
Ｅ
Ｕ
に
輸
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
」
に
係
る
規
則
に

従
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 



 

７ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
社
会
的
メ
リ
ッ
ト
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
四
及
び
五
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
、
調
査
会
で
の
検
討
の
結
果
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
自
然
界
又
は
従
来
の
品
種
改
良
技
術
で
も

起
こ
り
得
る
範
囲
の
遺
伝
子
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
同
等
の
安
全
性
審
査

を
行
う
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


